
自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
インストール
はこちら

2018
（平成 30年）（平成 30年）

No.No.156156

⑧⑧

名勝  平家庭園



　

志
賀
町 

町ま
ち

に
あ
る
名
勝 

平た
い
ら
け家

。
聞
い
た
こ

と
は
何
度
も
あ
る
が
、
行
っ
た
こ
と
は
ま
だ
一

度
も
な
い
。
今
度
行
っ
て
み
た
い
な
と
い
う
人

の
た
め
に
、
平
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

志
賀
町
に
は
史
跡
、
建
造
物
、
天
然
記
念
物
な

ど
17
件
の
県
指
定
文
化
財
が
あ
り
、
平
家
に
は
、

庭
園
と
文も
ん
じ
ょ書
の
２
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
登
庭
園
文
化
の
代
表
格

　
　
　

平
家
庭
園
（
県
指
定
文
化
財
）

　

平
家
庭
園
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
と
い
わ

れ
、
６
千
坪
に
及
ぶ
屋
敷
の
中
に
あ
り
ま
す
。

能
登
の
庭
園
文
化
史
上
、
傑
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
昭
和
53
年
、
県
指
定
文
化
財
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

庭
園
に
は
、
書
院
に
面
し
た
前ぜ
ん
て
い庭
と
、
奥
座

敷
に
面
し
た
後こ

う
て
い庭

が
あ
り
ま
す
。
前
庭
は
、
矩

形
に
地
割
さ
れ
、
心
字
の
池
と
石
橋
の
後
方
に

築
山
を
造
り
、
中
心
部
に
枯
滝
の
石
組
み
が
見

事
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
座
敷
に
面
し
た
後
庭
は
、
京
都
修
学
院
離

宮
の
庭
師
、
広
瀬
万
次
郎
氏
が
作
庭
し
て
お
り
、

前
庭
と
は
違
っ
た
趣
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

平家に佇む歴史と静寂

平家庭園（前庭）

正門から見た平家

茶室から眺めた後庭六
ろくじぞうせきとう

地蔵石幢（町指定文化財）
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　６月 23 日（土）、西山台の防災公園に羽咋郡市の消防団 25 分団、団員 643 人
が集結し、「ポンプ車操法」など日頃の練習の成果を披露しました。
　分団員の着装や規律を点検する「服務規律」、消防機器の積載や手入れ状態を
点検する「機械器具」、動作の正確性や早さを競う「ポンプ車操法」、号令に従い
団体行動する「小隊訓練」の４項目の合計点で競いました。

天
領
大
庄
屋
の
風
格

平
家
文も
ん
じ
ょ書

（
県
指
定
文
化
財
）

　

江
戸
時
代
、
こ
の
地
で
徳
川
幕
府
の
天
領
地

13
カ
村
を
収
め
て
い
た
大
庄
屋
が
平
家
で
、
能

登
の
守
護
、
畠
山
氏
の
家
臣
・
平た
い
ら
の
し
き
ぶ
だ
ゆ
う

式
部
太
夫
の

子
孫
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
家
に
伝
承
す
る
３
千
５
百
点
余
り
の
文
書

群
に
は
、
慶
長
10
年
か
ら
約
80
年
間
、
能
登
に

散
在
し
た
天
領
と
な
る
以
前
の
土ひ

じ
か
た
り
ょ
う

方
領
に
関
す

る
史
料
も
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

棟
方
志
功
が
平
家
に
疎
開
？

　

昭
和
20
年
頃
、
富
山
県
福
光
町
（
現
南
砺
市
）

に
疎
開
し
て
い
た
棟
方
志
功
は
、
能
登
の
環
境

と
平
家
が
非
常
に
気
に
入
り
、
当
時
の
家
主 

平た
い
ら 

尚な
お
よ
し新

さ
ん
と
親
交
を
持
っ
た
こ
と
で
、
約

二
週
間
、
平
家
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

帰
路
に
立
つ
数
日
前
、志
功
は
お
世
話
に
な
っ

た
御
礼
に
と
、
平
家
の
襖
一
面
に
絵
を
描
き
、

お
礼
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
志
功
は
現
在
ほ
ど
有
名
で

な
く
、
丁
重
に
お
断
り
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
先
代
は
、
後
に
こ
の
こ
と
を
後
悔
し
な
が

ら
も
、
幾
度
と
な
く
当
時
の
風
情
に
思
い
を
馳

せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
ま
わ
り
の
様
子
も
変

遷
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
平
家
の
時
間
は
止

ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で

い
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
に
向
け
て
庭
の
手
入
れ
を
終
え
た
、

平
家
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平家文書

書院の間と前庭

問
天
領
大
庄
屋  

平
家　

☎
３
２-

１
４
０
４

羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会第
47
回

総合の部

 優勝　土田分団

 ２位　上熊野分団
 ３位　西海分団

ポンプ車操法の部

 優勝　富来分団

 ２位　土田分団
 ３位　東増穂分団

最優秀選手賞

 指揮者　宮本 稔也（宝達志水町第４分団）

 １番員　増田 　司（東増穂分団）
 ２番員　川端 章仁（東増穂分団）
 ３番員　木下 正宏（東増穂分団）
 ４番員　飯田 一也（東増穂分団）

同大会は、県大会の予選も兼ねており、富来
分団と土田分団が出場権を獲得しました。
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パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト　
　

　
　

の
基
準
に
つ
い
て

•
弁
護
士  

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。

　

現
在
、
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

Ｑ
：
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
の

基
準
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
都
道
府
県
の
労
働
局
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
の
職
場
の
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
は
、

過
去
最
悪
の
７
万
９
１
７
件
。
相
談
全
体
に

占
め
る
比
率
も
22
・
８
％
と
最
大
で
、
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
、

厚
生
労
働
省
の
検
討
委
員
会
が
、
パ
ワ
ハ
ラ

の
基
準
に
つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
パ
ワ
ハ
ラ
と

は
「
同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務

上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
職
場
内
の
優
越

性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為

ま
た
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」
と

定
義
。
具
体
的
基
準
と
し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
と

は
、
①
身
体
的
な
攻
撃
（
上
司
が
部
下
を
殴
打
、

足
蹴
に
す
る
）
②
精
神
的
攻
撃
（
上
司
が
部
下
に

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
を
す
る
）
③
人
間

関
係
か
ら
の
切
り
離
し
（
自
身
の
意
に
沿
わ
な
い

従
業
員
を
仕
事
か
ら
外
し
、
長
期
間
別
室
に
隔
離
す

る
）
④
過
大
な
要
求
（
長
時
間
、
過
酷
な
環
境
下

で
、
勤
務
に
直
接
関
係
な
い
作
業
を
命
じ
る
）
⑤
過

少
な
要
求
（
管
理
職
の
部
下
を
退
職
さ
せ
る
た
め
、

誰
で
も
遂
行
可
能
な
業
務
を
さ
せ
る
）
⑥
個
の
侵

害
（
思
想
、
信
条
を
理
由
に
、
職
場
内
で
継
続
的
に

監
視
す
る
ほ
か
、
他
の
従
業
員
に
接
触
し
な
い
よ
う

に
働
き
掛
け
る
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
ら
な
い

も
の
と
し
て
、
①
の
場
合
、
業
務
上
関
係
の

な
い
同
僚
同
士
の
け
ん
か
、
②
の
場
合
、
上

司
が
遅
刻
や
服
装
の
乱
れ
が
直
ら
な
い
部
下

を
強
く
注
意
す
る
、
③
の
場
合
、
新
人
育
成

の
た
め
、
短
期
間
集
中
的
に
個
室
で
研
修
な

ど
の
教
育
を
実
施
す
る
、
④
の
場
合
、
育
成

の
た
め
、
現
状
よ
り
も
少
し
高
い
レ
ベ
ル
の

業
務
を
任
せ
る
、
⑤
の
場
合
、
経
営
上
の
理

由
に
よ
り
、
一
時
的
に
能
力
に
見
合
わ
な
い

簡
易
な
業
務
を
遂
行
さ
せ
る
、
⑥
の
場
合
、

従
業
員
へ
の
配
慮
を
目
的
と
し
て
家
族
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
聞
く
、
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
①
〜
⑥
の
行
為
態
様
に
つ
い
て
、
急
増

す
る
パ
ワ
ハ
ラ
を
防
ぐ
に
は
、法
律
に
規
定
し
、

そ
の
明
文
化
を
す
べ
き
と
す
る
労
働
者
側
委
員

の
見
解
と
、
業
務
上
の
適
切
な
指
導
と
の
線
引

き
が
難
し
く
、現
場
に
混
乱
が
起
き
る
と
し
て
、

法
律
の
明
文
化
に
消
極
な
経
営
者
側
委
員
と
の

意
見
の
対
立
が
あ
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
裁
判
上
で
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と

い
う
言
葉
は
、
確
立
し
た
言
葉
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
各
地
で
パ

ワ
ハ
ラ
訴
訟
が
行
わ
れ
て
お
り
、
被
害
者
が
、

加
害
者
（
個
人
あ
る
い
は
法
人
）
に
多
額
の
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
ま
す
。

問・　 志賀町総合体育館　☎32-3777問・　 志賀町総合体育館　☎32-3777

８８月月１１日 水日 水

教 室 名 内　　容 時間
（分）

参加料金
（円 /１回）

① 初級エアロビクス 代表的な有酸素運動です。初心者向けのクラスです。 20 300

② 初級ステップ ステップ台を音楽に合わせて昇り下りします。シェイプアップに効果あり！ 20 300

③ ZUMBA（ズンバ） ラテンのリズムに合わせて行う有酸素運動です。最近人気上昇中です！ 45 500

④ ボールエクササイズ ミニボールを使用し、重荷腹筋を鍛えます。短時間でも効果あり。 20 300

⑤ ピラティス 自重を利用してインナーマッスルを鍛えます。効率よく動けるカラダをめざします。 45 500

⑥ ストレッチ 関節の可動域を広げ、ケガの予防と運動効果UP。 20 300

⑦ アロマストレッチ アロマの香りでカラダ・心をリラックスさせます。 20 300

※ミズノフィットネスメンバーは上記の教室にすべて無料無料で参加できます。
メンバー登録方法など　★詳しくは

※月ごとに変更することがあります。

月 火 水 木 金

定休日

⑥ ストレッチ
　　10:30 ～ 10:50

⑤ ピラティス
　　10:30 ～ 11:15

④ ボールエクササイズ
　　10:30 ～ 10:50

① 初級エアロビクス
　　14:00 ～ 14:20

④ ボールエクササイズ
　　14:00 ～ 14:20

② 初級ステップ
　　14:00 ～ 14:20

③ ZUMBA(ズンバ)
　　19:30 ～ 20:15

⑦ アロマストレッチ
　　19:30 ～ 19:50

新しくなったフィットネスルーム

総合体育館  多目的スタジオ

ミズノ週間プログラムミズノ週間プログラム
OPENOPEN

申
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問志賀町児童館　☎32-1724

  　　

　
  　　

　

問志賀町立図書館　９:30 ～ 18:30　　☎32-1740
問町立富来図書館　９:30 ～ 18:00　　☎42-2777

休館日　８月６日㊊・13日㊊・20日㊊・27日㊊

◆おすすめの本◆
○こうや豆腐＆粉豆腐幸せレシピ　　　　　　　前本　勝利
　こうや豆腐は、長期保存ができ、どんな世代にとっても健康維持を
助ける食材です。この本は毎日、飽きずに食べられるレシピをわかり
やすく紹介しています。夏は食欲が落ちる季節。少量でも栄養になる
食物を摂りたいですね。

○女も好きなことをして死ねばいい　　　　　　曽野　綾子
　最高に贅沢な人生とは、「好きなことをして死んだ」です。しかし
多くの人は、社会や身内がそれとなく準備した生涯を生きています。
ただひとりの存在としての人間の生き方について、著者の言葉をこ
れまでの著作から紹介しています。

『角谷精一　世界の船舶模型展』
　展示場所：富来活性化センター
　展示期間：８月１日㊌～ 22日㊌

※夏季は､ 志賀のみ 30 分延長します

８ / １日水 14:00 ～
　　８日水 14:00 ～ ８ / ５日 13:30 ～ ８ / ９木 10:30 ～ ８ / 26 日 13:30 ～

　こども教室

　　『光の不
ふ し ぎ

思議１』
電球の光ってどんな色？
電球の種類で色は違う？？
光の不思議を体験しよう！

定 員：15人
対 象：小学生
講 師：北陸電力

　　『光の不
ふ し ぎ

思議２』
光の万華鏡を作ります。
（夏休みの宿題の参考にしてね）

定 員：15人
対 象：小学生
講 師：北陸電力

クッキング
おいし～い
わらびもちを作りましょう！

指 導：住民課 管理栄養士
持ち物：材料費 100 円、
　　　　エプロン・三角巾・

マスク

親子リトミック遊び
音楽に合わせて親子で楽しく
体を動かしましょう。

指 導：松本  有美　先生
定 員：20 組
対 象：乳幼児親子

マジックショー
「ザ・ノリックトリオ」の
皆さんによるショーです。
ご家族で一緒に楽しみま
しょう。

休 館 日　８月 11日㊏・㊗・19日㊐
開館時間　9:00 ～ 17:30

◆新着の本◆
【一般書】
○天子蒙塵　第３巻 浅田　次郎
○完全犯罪の死角　刑事花房京子 香納　諒一
○師弟の祈り　僕僕先生 11 仁木　英之
○人間に向いてない 黒澤いづみ
○噛みあわない会話と、ある過去について 辻村　深月
○道具箱はささやく 長岡　弘樹
○騒動 百万石の留守居役 11 上田　秀人
○髪結の亭主 10 和久田正明
○カラス先生のはじめてのいきのも観察 松原　　始
【児童向け】
○愛して育てるいきもの図鑑　　　今泉　忠明
○おしっこちょっぴりもれたろう　ヨシタケ シンスケ

◆新着のDVD
○ＢＦＧ（ビッグ・フレンドリー・ジャイアント）　デイズニー映画
○怪盗グルーのミニオン大脱走

◆新着の CD 

○ The BEST キンキキッズ
○NHK旅の音楽集

☆図書館工房＆
　夏のおはなし会
　８月４日㊏
　　　10:00～　工房
　　　11:00～　おはなし会

☆おはなし会
　８月１日㊌・15日㊌

16：00～17：00
　１階・絵本コーナー

１日

８日
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◆応募資格　美術展の趣旨に賛同する創作者。
　　　　　　年齢・国籍は問いません。１人１点。

◆応募規定　日本画・洋画・水墨画・版画・水彩画・　 
　　　　　　パステル画・CG画。（Ｆ30・Ｓ20号以内とし、
　　　　　　　金具・紐を取り付け、額装にしてください）

◆出 品 料　2,000円（小・中・高校・大学生は無料）

◆支払方法　出品料は、作品を搬入する場所で納入

◆そ の 他　応募作品は、未発表のものに限ります。
　　　　　　（志賀町を描いていない作品や応募規定に沿わな
　　　　　　　い作品は、審査対象外）

◆搬入期日　10月７日㊐まで

◆作品審査　10 月 15 日㊊に審査し、入賞作品を決定。
　　　　　　審査結果は、入賞者に直接郵送で通知。　
　　　　　　また、北國新聞紙上にて発表します。
　　　　　　（審査結果の異議については受理しません）

◆表 彰 式　11月10日㊏　10:00 ～
　　　　　　会場：富来活性化センター

◆表　　彰　・大賞（30 万円※買い上げ・版権含む）
　　　　　    ・能登の里山、里海賞（10万円相当商品券）
　　　　　　　　（その他各賞受賞者に、表彰状と副賞贈呈）

町の美しい自然、祭り・行事・
生活・産業などをキャンバス
に描いた作品を募集します。

◆作品返還　作品は、12月10日㊊から、富来活性化
　　　　　　センタ－で返還します。
　　　　　　※画材店に搬入された作品は、12月４
　　　　　　　日㊋以降、搬入した画材店まで取り
　　　　　　　に来てください。

問生涯学習センタ－☎ 32-2970

第29回大賞作品「水鏡の水田」
松本　隆（加賀市）

　新しい眼底観察・解析機器（光干渉断層計）の導
入により、　眼底病変を CT やMRI のような断層画
像データとして患者様に提示できるようになり、
緑内障の早期発見や加齢黄斑変性などの網膜病変
の診断をすることが可能となりました。
　また、従来では診断が困難であった疾患の診断
精度が向上し、治療前後で評価がより詳細に行え
るようになりました。
　検査は痛みや眩しさはなく、検査時間も短時間
で終わり、質の高い医療が提供できるようになり
ました。

アンギオグラフィー撮影（網膜血管撮
影）を追加した光干渉断層計

眼底の断層画像

富来病院に最新医療機器

緑内障などの早期発見可能に
問富来病院　☎ 42-1122

【展覧会】
　富来展 　富来活性化センタ－
　　　　　 11 月 10 日㊏～ 18 日㊐
　金沢展　 石川県立美術館　第７・８・９展示室
　　　　　 11 月 28 日㊌～ 12 月２日㊐
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　志賀クリーン運動「千鳥ヶ浜クリーン作戦」を７
月15日(日)、早朝６時から約１時間実施しました。
　高浜地区と中甘田地区区民のほか企業のボ
ランティアなど、約 700 人が汗を流し、高浜
漁港から大島諸願堂までの約 1.9 キロの砂浜は
見る見るうちにきれいになりました。
　ご協力・参加いただいた皆さま、ありがと
うございました。

第 11回
「坪野哲久文学奨励賞」作品募集

【応募資格】　
　町内の小中学生、町内在住および在
学の高校生

【部門及び応募点数】
　○短歌の部　 一人三首まで
　○俳句の部　 一人三句まで
　○詩　の　部　 一人三作品まで

【テーマ】
　テーマは自由です。日常の中での喜
び、感動、悲しみ、怒りなど、あなたが
感じた心の風景を表現してみましょう。

【応募期間】　
　８月１日㊌～９月７日㊎　＊当日消印有効

【応募規定】
　本人が作った未発表の作品に限りま
す。（校内・グループ内発表可）俳句で
は 17 音の中に「季語」を一つだけ入
れてください。詩については、一作品
400 字詰原稿用紙２枚程度としてくだ
さい。

【応募方法】
　小中学生は担当・担任の先生を通じ
て応募してください。
　高校生は、氏名、年齢、郵便番号、住所、
自宅電話番号、学校名、学年を明記の上、
直接応募先まで持参または郵送してく
ださい。

【賞】
　各部門優秀作品には賞状と副賞を授
与します。

【表彰】
　表彰方法は、各部門入賞者および学
校宛てに通知します。

【展示】
　坪野哲久文学記念館および公共施設
で展示します。

【応募・お問い合わせ先】
〒 925-0141　志賀町高浜町カの１番地２
志賀町立図書館  坪野哲久文学賞担当まで
☎ 32-1740

　「第２回連携記念企画展」では、金沢美大の学生が本町で合
宿し、優れた自然景観などを題材とした油彩画を展示します。
　また、30 周年を迎える「志賀町を描く美術展」の過去の対
象作品を展示した特別展も同時開催します。

会　　期：８月２日㊍～８月 10 日㊎
時　　間：平　日　８時 30 分～ 17 時 15 分
　　　　　土曜日　９時 00 分～ 12 時 30 分
　　　　　※日曜休館、最終日は 15 時まで

会　　場：志賀町役場本庁舎　１階町民ホール

展示内容：金沢美術工芸大学学生写生作品展（約 45点）
　　　　　※写生場所　志賀町福浦港・巌門・旧福浦灯台など
　　　　　「志賀町を描く美術展」過去の大賞作品 (約 10 点 )

　「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として、毎月 27 日までに
送付してください。（連絡先必須）紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。
■宛先／〒９２５ -０１９８志賀町末吉千古１- １　志賀町教育委員会 生涯学習課まで

金沢美術工芸大学・志賀町

30周年記念

第２回　連携記念企画展第２回　連携記念企画展

「志賀町を描く美術展」特別展「志賀町を描く美術展」特別展

千鳥ヶ浜クリーン作戦
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